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報告内容

1. 浜田市脱炭素宣言

2. 脱炭素と大学との連携

3. 島根県立大学浜田キャンパスの事例
• キャンパス内の電力使用量、発電可能量（太陽光）

4. 電気自動車カーシェア×大学

5. ソーラーカーポート：地域電力会社との協力

2



1.浜田市ゼロカーボン宣言
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日本の政策動向と自治体目標
【2030年】46％削減

（50%の高みを目指す）
→自治体もこのレベルの目標を
求められる

【2050年】 排出実質ゼロ
→自治体も排出ゼロ目標へ
日本全体では削減しにくい排出の
削減(CO2以外など)。

図出典）時事ドット・コムニュース「「４６％削減」問われる具体策 野心的目標、政治主導で決断―気
候変動」2021年4月24日、https://www.jiji.com/jc/article?k=2021042301131&g=pol

※まずは排出削減が優先として、
自治体が「森林吸収」をどう扱うかについて
は別途議論が必要。
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ゼロカーボン表明
自治体

「地域脱炭素ロードマップ」（令和３年６月）：
「地域脱炭素は、地域の成長戦略であり、地域が
主役になって、再エネ等の地域資源を最大限活用
して経済を循環させ、地域課題を同時解決し、地

方創生に貢献できるもの」

脱炭素に向けた取組を地域経済の活性化
や地域課題の解決につなげることが鍵
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浜田市：ゼロカーボンシティ表明

2022年9月1日 ９月定例市議会の開会日の全員協議会で市長がゼ
ロカーボンシティを表明し、その直後に同様の記者会見を開催し
公表

1. 市民とともに学ぶ環境づくり事業

2. 地域の再生可能エネルギー導入支援事業

3. 公共施設への再生可能エネルギー導入支援事業

2024年度『浜田市地球温暖化対策推進計画（区域施策編）』作成。
2030年までに、2013年比でCO2排出量-52％に。（BAUだと-30％）
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浜田市再生可能エネルギー導入の方針
再生可能エネルギー（電力） 導入率

太陽光（建物系） 47％ 新築・既築住宅への太陽光発電導入（全世帯20％）
事業所への太陽光発電導入（全事業所の30％）

太陽光（土地系） 7％ 営農型太陽光発電（耕作地の5％、耕作放棄地の10％）

陸上風力 23％ 既存FIT認定分

洋上風力 0％

木質バイオマス 0.00002％

2030年度-52％削減目標達成に向けた評価指標（KPI）

再生可能エネルギー（電力） KPI

太陽光発電が設置可能な市の公共施設への設置割合 50％

市が調達する電力の再エネ由来電源の割合 60％

市の公共施設のLED証明の導入割合 100％

市の公用車で導入可能な車種の電動化（EV）割合 100％

市の公共施設の新築建物の平均で外部エネルギーに頼る割合 ZEB Ready (50%) 7



2.脱炭素と大学との連携
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3.浜田キャンパス：電気とガス
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浜田キャンパスエネルギー使用量（ガス）
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浜田キャンパスエネルギー使用量（電力）
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浜田キャンパス（大学＋学生寮）
電気とガス
•年間CO2排出量 約 1,300t-CO2/年（交通含めず）

• 浜田市のCO2排出量の11％

•年間支払い金額： 1.1 億円/年

CO2排出量（大学、寮）

ガス由来 電気由来

参考：浜田市年間CO2排出量
11,650t-CO2/年（2020年時点）
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発電可能場所：太陽光パネル

• 屋根の上（平面）
• 景観に配慮、壁には設置しない、湾曲面には配置しない

• 駐車場の上
• バスなど、大型車両が入るスペースの確保
• 教職員・学生用駐車場
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年間発電可能量と費用

• 年間発電可能量 ＝ 3,576 MWh/年
• 840世帯分
• 大学全体の年間電力使用量の1.79倍

• 太陽光パネル設置費用
• 事業用相場：500kWで8,000万円
• 3,714kWを設置した場合、59,478万円（およそ6億円）

• 電力固定買い取り制度で販売した場合
• 太陽光発電：17円/kwh
• 全量販売：6,0792 万円/年（託送料等を含まず）

17



4.電気自動車カーシェア×大学
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広島大学電気自
動車カーシェア

• 2023年12月26日電気自動車
(EV)カーシェアステーション
の運営開始。

• 必要なもの：免許証とクレ
ジットカード（入会費などの
初期費用なし)、TGOアプリか
ら予約。
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浜田キャンパス学生のカーシェアに関する
意識
•大学生100名アンケート（環境経済学受講生2年～4年）
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具体的な意見

• カーシェアを使いたい
• カーシェアの存在は大学生にとってとてもありがたいものだと思う。
• 大学の移動であったり、買い物など重い荷物の買い物が全部ネットで行っているの
でカーシェアがあれば時間を気にせずに買えるので大変便利であると感じた。また、
地域活動を行いたいが距離的に行えない部分もあるのでカーシェアがあれば是非と
も活用し、地域活動を行いたい。

• サークルで遠出をするときに誰かの車に乗る際、基本その人しか運転することがで
きないが、カーシェアなら免許を持っている人が交代で運転できて安全だと感じた。

• 短時間で予約・利用できるため、私たちが生活する浜田市などでは、県が遠いが為
に自家用車を持って来れない人からしたら、便利なのではないかと感じた。

• 免許を持っていても自家用車を持っていない人々が多い印象なので、特に大学生を
ターゲットにしたカーシェアは人気が出そうだなと思いました。

• レンタカーなどはお店が空いていない時間であれば車を借りることができないので、
何時からでも借りることができるようなカーシェアの形にしてほしい。
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具体的な意見
• 地域活動に参加しやすい

• JRがあるが、お金も時間もかかってしまうので参加しずらい
• 車があればもう少し活動の幅も広げられる
• 地域活動などで交通費が自費だと少し参加をためらうこともあり、比較的安価で利用出来る移動手段が
生まれればありがたい。

• 今は車を持っているから困らないけれど、ゼミなどで地域活動に行く時に車を持っている人を探さない
といけなかったので難しかったです

• 身近に車がなくて移動に難儀している学生がいるので、カーシェアの取り組みはとても助かると感じま
した。「車がない」という理由で地域活動に参加できないのはもったいないと思う。

• 地域活動をするときに車の台数にかぎりがあるため人数制限をしないといけない時があった。
• 移動の制限がなくなれば、積極的に地域活動に参加することができ、参加したい人、興味を持っている
人が参加していき良いことだと思います。

• 浜田市内での地域活動をよく行っているが、やはり車がないと移動が難しく、車がある人に出しても
らっている状況で負担が偏り申し訳なさを感じる。カーシェアがあるなら価格にもよるが免許を取れた
ら利用したい。

• 地域活動を行う上で、汽車の本数の少なさが課題だと感じている。しかし、車を持とうにも島根はガソ
リン代が高く、維持費がかかるので難しい。もし、カーシェアがあれば利用したいと考える。しかし、
カーシェアがあったとしても、その場所までのアクセスが悪かったら利用が広まらないのではないかと
思う。

• 少し遠い地域(弥栄·金城など)のイベントに参加をしたいとなっても難しいことが多かったので、あれ
ば助かると思います。

• 車がなくて地域活動に出来ない人もいるので、カーシェアがあれば地域活動をする人が増えると思った。
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具体的な意見

• 場所について
• 大学の近くに車があれば、ただでさえ大学に行くまで坂が続くので、便利だ
と考えます。

• 借りられる場所のアクセスが良いと助かる。
• 学校から乗って、町中で降りることができるような、乗り捨て方式で利用が
できるのであれば利用したいなと思いました。また、しっかりと浜田市内や
隣県のどこに電気自動車の充電場所があるのかを明記してあったら安心して
利用できるのではないかと思いました。

• カーシェアができる場所は寮などの「上住み」と町の方の「下住み」が対立
しない、利用が円滑に進むように山の上と下の二ヶ所に設置するのがいいと
考える。

• 大学近くのカーシェアを借りる人は普段車を使ってない人が多いと思うので
カーシェアの出入り場所が大通りの前にあったり、駐車（返却する時）しに
くかったりすると、ほんのちょっとだけ借りるハードルが高くなりそうだな
と思った

• 駅や大学などの利用しやすいスポットに設置されるとありがたいです
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具体的な意見

•価格について
• 時間に自由が利くのは大きなメリットだと思うが、公共交通機関の方
が安いのであればそちらを利用すると思った。

• 学割など、大学生が気軽に利用しやすい制度があるとより利用者が増
えると感じる。

• 電気自動車であれば、環境にも多少は良いし最近話題のガソリン代の
影響は受けないので、金銭的にあまり余裕のない学生には良いと思う。

• 電気自動車にかかるコストが高く感じるので、普通自動車よりも良い
点がないとわざわざ電気自動車を選ぶ理由にはならないので、値段や
エネルギー面以外のメリットを分かりやすく広報すれば良い。
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具体的な意見

•車種について
• 様々な用途に使えるように様々なボディタイプの車両があると利用し
やすい。

• より多くの人が利用できるように、十分な台数を確保してほしい

• 軽音の学外ライブに必要な機材は車がないと運べない。

• ペットなどの動物も乗れる車のカーシェアがあれば良いなと思いまし
た。

• 大人数で利用する場合や、多くの荷物を乗せるために、ミニバンなど
大きい車を利用できた方が良いと思った。

• 自家用車が軽自動車なので、遠方に行く際や大人数で移動する際に大
きい車をかりたいです
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具体的な意見：気になること

• 気になること：保険・事故
• カーシェアでは保険がどうなっているのかが知りたい。事故の際どうなるのかが心配。
• 使いたい時に使いたいだけ使えるのが便利。ただ、事故をした時が怖い。また、慣れていない車を
運転すると怖いと思った。

• 大学生は免許が取り立てで運転に慣れていない人も多いと思うので事故などが起きないようにする
工夫が必要。

• サークルでの地域活動で大きなものを運ぶことになることが多かったが、誰も車を持っていなかっ
たので、タクシーを利用していました。その時に借りれると便利だと思いました。もしカーシェア
を借りて乗っている時に事故を起こした時の保証について知りたいです。

• カーシェアでは、ペーパードライバーなども使うものとなるため、今どのような規制があるのか分
からないですが、保険などレンタルカー以上にルール作りが必要だと感じた

• 値段
• レンタカーと比べて金額はどう違いがあるのか気になりました。
• 支払い方法は？

• 台数
• もし県大でカーシェアが始まれば利用する学生は多くいそうなので、車の台数が足りなくなる可能
性が考えられます。

• 多くの人が利用する場合、使いたくても使えない場面が多くなるのではないか
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具体的な意見：気になること

• 利用時間帯
• カーシェアを利用できる時間が、夜の何時までにするのか気になった。宿泊
を前提にしたカーシェアの利用は可能なのだろうか。

• 利用のルール
• 無人でいつでも貸し出し可能ということから、電力が(普通の車であればガソ
リン)がなくなった状態で次の人に受け渡され、次の人が損を被る可能性があ
ると感じたので、使った後の充電を義務化することが重要だと感じた。

• 前の所有者が車を汚していた場合、それを綺麗にしてから利用するようにな
ると思うのですが、綺麗にしてから利用した場合も時間が減っていくのだと
したらその時間がもったいないし、手間だなと感じる。

• 使用用途は限られているのですか？

• アイデア
• 月に何回か乗れるサブスクなどを導入すれば気軽に利用できるかなと思いま
した。
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5.地域電力会社との連携

36



37

ご清聴ありがとうございました
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